
　















　「幼児にとって ICTの果たす機能」に注目して事例を分類することで見えてきた機能ごとに事例を紹
介する。機能の詳細については考察で述べる。

（１）遠くにあるものを身近にする

①見えないものをみる
＊事例 1　島根大学教育学部附属幼稚園「ここはクワガタ研究所」（5歳児）
＊事例 2　お茶の水女子大学附属幼稚園「見つけた虫を見たい・見せたい！」（５歳児）
＊事例 3　滋賀大学教育学部附属幼稚園「ヒマワリが見たい！」（３歳児）
＊事例 4　福島大学附属幼稚園「このダンス、なんか違うんだよね」（４歳児）
＊事例 5　京都教育大学附属幼稚園「なんだか“怪しい”」（４歳児）
＊事例 6　三重大学教育学部附属幼稚園「友達と一緒に影をつくりたい！」（５歳児）　

②詳しく見る
＊事例 7　金沢大学人間社会学域教育学類附属幼稚園「ニイニイゼミってどんなふうに鳴くの？」（４歳児）
＊事例 8　鳴門教育大学附属幼稚園「プールに行きたい！」（５歳児）
＊事例 9　香川大学教育学部附属幼稚園「コオロギを捕まえるために」（５歳児）

（２）現物化する

①つくり出す
＊事例 10　宮城教育大学附属幼稚園「モデルごっこ～ファッションショーがしたい～」（５歳児）

②表現する
＊事例 11　茨城大学教育学部附属幼稚園「本物みたいにやってみたい！」（５歳児）

（３）やりとりする（コミュニケーション）

＊事例 12　京都教育大学附属幼稚園「卵にカビあるけど大丈夫？」（５歳児）






